
【小説】 【小説】

愛という名の切り札 谷川　直子 その本は 又吉　直樹

あくてえ 山下　紘加 空を駆ける 梶　よう子

アナベル・リイ 小池　真理子 チンギス紀　１４ 北方　謙三

あの子とＱ 万城目　学 流れる星をつかまえに 吉川　トリコ

いつもの木曜日 青山　美智子 汝、星のごとく 凪良　ゆう

祈りのカルテ　〔２〕 知念　実希人 腹を割ったら血が出るだけさ 住野　よる

ウクライナにいたら戦争が始まった 松岡　圭祐 爆弾 呉　勝浩

嘘つきジェンガ 辻村　深月 よって件のごとし 宮部　みゆき

営繕かるかや怪異譚　その３ 小野　不由美 乱鴉の空 あさの　あつこ

ＳＬやまぐち号殺人事件 西村　京太郎 台北野球倶楽部の殺人 唐　嘉邦

Ｎ／Ａ 年森　瑛 【その他】

御留山 佐伯　泰英 復活事典 造事務所／編著

音楽が鳴りやんだら 高橋　弘希 ちょうどいい孤独 鎌田　實

家庭用安心坑夫 小砂川　チト 禁断の中国史 百田　尚樹

紙の梟 貫井　徳郎 偉人メシ伝 真山　知幸

きときと夫婦旅 椰月　美智子
江戸の庶民から武士まで２００年家系図を

つくる本
橋本　雅幸

嫌いなら呼ぶなよ 綿矢　りさ ケース・スタディ　相続財産評価マニュアル　2 新日本法規出版

クリ粥 山本　一力 ９０歳になっても、楽しく生きる 樋口　恵子

紅だ！ 桜庭　一樹 ８０代で見つけた生きる幸せ Ｇ３ｓｅｗｉｎｇ

クローゼットファイル 川瀬　七緒
消防レスキュー隊員が教えるだれでもでき

る防災事典
タイチョー

此の世の果ての殺人 荒木　あかね ６カ国転校生ナージャの発見 キリーロバ・ナージャ

財布は踊る 原田　ひ香 かこさとし科学絵本の世界 藤嶋　昭

裂けた明日 佐々木　譲
タオルで楽々！カラダほぐれる！健康ＰＡ

ＲＴＹ体操 村山　敏夫

殺人者の白い檻 長岡　弘樹 エコな毎日 中嶋　亮太

残照 本城　雅人 きれいに年を重ねるためのたんぱく質ごはん ワタナベ　マキ

終活中毒 秋吉　理香子 ８０歳、何かあきらめ、何もあきらめない萩本　欽一

事件は終わった 降田　天 そして誰もゆとらなくなった 朝井　リョウ

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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【えほん】 【おはなし】

あいうえオノマトペぱぴぷぺぽいっと！ 石上　志保 生き抜け！ 山口　理

いもほりコロッケ おだ　しんいちろう がっこうのおばけずかん 斉藤　洋

いろんなのりものどうなってるの？ ａｎｄ　ＥＩＧＨＴ トラブル旅行社　〔２〕 廣嶋　玲子

うちのおかあちゃん 小手鞠　るい ほねほねザウルス　２６ カバヤ食品株式会社／原案・監修

ならびました 五味　太郎 やまの動物病院 なかがわ　ちひろ

白川静さんに学ぶ漢字絵本　足の巻 はまむら　ゆう いもうとなんかいらない ロイス・ダンカン

じゃがいもひめとさつまいもひめ はらぺこめがね スパイ暗号クラブ　１ ペニー・ワーナー

ぞぞぞ 森　あさ子 【その他】

タコとだいこん 伊佐　久美 英雄最強王図鑑 健部　伸明／監修

とんかつのぼうけん 塚本　やすし るるぶマンガとクイズで楽しく学ぶ！ＳＤＧｓ 笹谷　秀光／監修
ちいさいごみしゅうしゅうしゃぱっくんは

どこだ？
薫　くみこ なりたい！が見つかるお仕事図鑑 朝日新聞出版／編著

チキンスープ・ライスいり モーリス・センダック ぼうさい 山村　武彦／監修

ねずみさんのパンツ ｔｕｐｅｒａ　ｔｕｐｅｒａ 学校では教えてくれないヤバい科学図鑑 るーい

パンしろくま 柴田　ケイコ １２星座の物語 平藤　喜久子／監修

ひめさま！じいがかぜをひいたでござる 丸山　誠司 だれのうんち？ 有沢　重雄／構成・文

ボクサッカーやめたい 神山　ますみ はっけん！イモリ 林　光武／編著

わんぱくだんのバスごっこ ゆきの　ゆみこ タガヤセ！日本 白石　優生

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

「北陸新幹線開業に向けて」をテーマに

企画展示を行います！

南条図書館『鉄道を知ろう』

１０月１日（土）～１１月３０日（水）

今庄図書館『北陸新幹線開業に向けて今庄と鉄道』

１０月２０日（木）～１１月２４日（木）

河野図書館『２０２４春福井を新幹線がはしる！』

１０月２２日（土）～１１月１３日（日）

※展示している図書は貸し出しできます。

「空を駆ける」 梶 よう子・著 集英社 ２０２２年

バーネットの「小公子」を日本で初めて翻訳したのは若松賤子さんです。出版されると大変な人気で翻

訳は高い評価を得て、「小公子」は今も読み継がれる児童文学の名作となっています。「空を駆ける」は

若松賤子さんの生涯を追ったものです。主人公カシ（賤子）は会津藩士の娘で、会津戦争によって一家の

運命は大きく変わり、まだ幼いカシは養女にだされます。孤独な彼女にとって恩師キダー、横浜の女学校

フェリス・セミナリーでの学びと友人たちが大きな支えとなりました。やがて自身の自立、女性の自立を

考えるようになり、病を抱えながらもペンを執り続け、「小公子」の原書「Little Lord Fauntleroy」に出会

います。「小公子」は彼女が伝えたいことが込められた物語でした。３１年という短い生涯でしたが、女

性、文学者、教育者、妻、母として強い意志をもって生き抜いた方です。


